
No.３１４２
久 々 の 顕 鏡 寺 か ら 石 老 山 へ
石 老 山 ～ 高 柄 山

実施日 ２０２３年１２月２３日(土)
天 候 晴れ
リーダー 瀧澤 きよの
参加者 中村友子、伊藤久雄、小名

秀鋭、瀧澤きよの、峯川弘
子、津田和子 計６名

費 用 ３９８円(JR中央線高尾起算）
４８０円

タイム 相模湖駅8:35 )石老山入口
(8:42～50)石老山(10:46)高
塚山(11:35)石老山(12:05∼13
:05昼食)大明神展展望台(13:
56)ﾌﾟﾚｼﾞｬﾌｫﾚｽﾄＢＳ(15:05)

ク リ ス マ ス 、 忘 年 山 行 に 相 応
し い 登 山 日 和 の 中 、 相 模 湖 駅

か ら 三 ヶ 木 行 バ
ス に 乗 り 台 風 1 9
号 か ら 開 通 さ れ
顕 鏡 寺 か ら 大 勢
の ハ イ カ － と 登
り ま す 。

奇 岩 、 怪 石 見 な が ら 顕 鏡 寺 通
過 、 3 9 2㍍ 分 岐 で 男 性 陣 、 女性
陣 で 別 れ 融 合 平
見 晴 展 望 手 前 で
霜 柱 の 花 に 会 え
大 歓 声 、 写 真 撮
り 、 崩 落 場 所 は
ト ラ バ ー ス 修 復
さ れ 安 心 し て 歩
けます。
大 勢 の 登 山 者 の
石老山山頂です。
リ ュ ッ ク デ ポ し 高 塚 山 へ 6 5 6

㍍ ピ ー ク は
ま あ ま あ の
ア ッ プ ダ ウ
ン 、 ご 褒 美
の 霜 柱 の 花
が 両 側 に 写
真 撮 影 し な

が ら 、 急 登 で 高 塚 山 山 頂 で す 。
ラ ー メ ン 食 べ て る 二 人 の 若 者
に写真を撮ってもらいおまけに、
バリエーションルートも確認。
石 老 山 に 戻 り ゼ ン ザ イ 作 り 始
ま り 。
真 ん 中 の テ
ー ブ ル で 熱 々
の 甘 い ゼ ン ザ
イ は ク リ ス マ
ス 、 忘 年 山 行
の 皆 さ ん の お
かげです。
富 士 山 、 丹 沢 を バ ッ ク に 写 真
撮 り 、 下 山 は 石 老 山 三 角 点 を
過 ぎ 急 降 階 段 か ら 東 雲 山 か ら
大 明 神 展 望 台 に 、 眼 下 の 相 模
湖 手 前 の 高 尾 か ら 景 信 か ら 陣
馬 山 そ し て 富
士 山 の 絶 景 を
堪 能 し 、 ７ 分
下 降 の 分 岐 キ
ャ ン プ 場 か ら
蓑 石 橋 と 直 降
コ ー ス か ら 蓑 石 橋 か ら プ レ ジ
ャ ー フ ォ レ ス ト バ ス 停 に 集 合
し て こ こ で 解 散 し ま し た 。
楽 し い 山 行 皆 さ ん に 感 謝 し ま

す 。
来 年 も 皆 さ ん 大 勢 で 楽 し い 山

行 を 楽 し み ま し ょ う 。
（記・瀧澤 きよの）

（写真提供・伊藤久男／峯川弘子）


